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【研究・技術紹介】 

非破壊検査のための音響波・弾性波・電磁波のモデリング，大規模数値シミュレーション

に関する研究を行っています．またこれらを逆問題のツールとして活用し，金属材料，炭素繊

維強化樹脂（CFRP），コンクリート等の内部欠陥のイメージングを行っています．また，最近

では，多点センシングによる構造部材の動的挙動の把握（弾性率測定）や欠陥評価等を非接触・

非侵襲で行う技術に取り組んでいます． 
 
テーマ１：光音響法による非接触・非侵襲イメージング   
超音波を非接触で発生させる方法として，光音響法を利用したイメージング法を提案してい

ます．これは，レーザー光を照射し，照射点の物質が熱膨張を起こすことで発生する超音波を

利用する ものです．発生した超音波は光音響波と呼ばれ，音響プローブによって検出します．

一般的な超音波パルスエコー法では不感帯となって検出困難な表面直下のきずであっても，本

手法は高い分解能でそれを評価できます．図の例は，CFRP 中の繊維うねりを 3 次元的に映像

化した結果で，うねりの位置や深さが鮮明に映像化 できます．また，光音響法を 異方性材料

の弾性定数の同時測定 にも応用しています． 
 

 

 

 

 

 

 

キーワード：光音響イメージング，CFRP，音響異方性，可視化 
特許・論文：K. Nakahata et al., Three-dimensional SAFT imaging for anisotropic materials 

using photoacoustic microscopy, Ultrasonics, Vol.98, pp.82-87, 2019,  特願

2019-053640 
社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）： 

航空機，自動車，船舶等の構造材料の品質保証，社会インフラの維持管理 
【研究者から一言】 

モデリング，ICT，AI，シミュレーションを融合して，次世代の評価システムの構築に取り組

みたいです． 

図：CFRP の繊維うねりの光音響イメージング 
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